
【本チャートを利用するにあたり前提となる補助要件等】
①補助金の交付の対象となる者は、佐渡市若しくは粟島浦村に事業所を置く法人格を有する民間団体又は個人事業者、又は補助事業に参画してＰＰＡ事業を行う法人格を有する民間団体若しくは個人事業者です。（交付要綱第３条参照）

②導入する太陽光発電設備や電気自動車等は、佐渡市又は粟島浦村で設置・使用する事業である必要があります。
③ここでいう「太陽電池出力(kW)」は、太陽電池モジュールの JIS などに基づく公称最大出力の合計値とパワーコンディショナーの定格出力の合計値の低い方を kW 単位で小数点以下を切り捨てた値です。
 また、交付要綱で定める補助対象事業の要件（イ）を満たした太陽光発電設備の算定の対象とします。
④本事業で導入する太陽光発電設備の設置場所と電気自動車等の使用の本拠の位置が同一又は隣接地である必要があります。

   

【スタート】
今回の事業で導入する太陽光発電設備
の太陽電池出力は何kWですか？

(a)「 」kw

（10kW未満の増設の場合）既設の太
陽光発電設備がある場合、その出力は
何kWですか？

(b)「 」kw
10kW未満 or 導入しない 既設のものが無い

or
(a)+(b)が10kW未満

補助対象無し

10kW以上 (a)+(b)が10kW以上

電気自動車等を新たに導入する予定は
ありますか？

無い

「太陽光発電設備のみ」が補助
対象となります。
【交付申請書の提出者等】
・補助対象設備等を導入しようとす
る者
→第1号様式、別紙1（1-1）等

を提出

ある

電気自動車等を新たに導入する予定は
ありますか？ 補助対象無し

無い

既設の太陽光発電設備がある場合、そ
の出力は何kWですか？

(c)「 」kw

「太陽光発電設備と電気自動車等」の両方が補助対象
となります。
但し、電気自動車等は、(a)+(c)の値を10で割って小数
点以下を切り捨てして得られた値の分だけ台数分導入
可能です。（例：25kWの場合、2台まで）
【交付申請書の提出者等】
・補助対象設備等を導入しようとする者
→第1号様式、別紙1（1-1及び1-2の両方）等を提出

ある

「電気自動車等のみ」が補助対象となります。
但し、電気自動車等は、(a)+(b)の値を10で割って小数点以下
を切り捨てして得られた値の分だけ導入可能です。
（例：12.5kWの場合、1台まで）

【交付申請書の提出者等】
・補助対象設備等を導入しようとする者
→第1号様式、別紙1（1-2）等を提出

太陽光発電設備は自己所有・オンサイ
トPPAのどちらの形態で導入します
か？

自己所有

オンサイトPPA

電気自動車等を新たに導入する予定は
ありますか？

無い

「太陽光発電設備のみ」が補助対象
となります。
【交付申請書の提出者等】
・PPA事業者
→第1号様式、別紙1（1-1）等を提出
※需要家と共同で申請書を作成するこ
と。

ある

既設の太陽光発電設備がある場合、そ
の出力は何kWですか？

(d)「 」kw

「太陽光発電設備と電気自動車等」の両方が補助対象となります。
但し、電気自動車等は、(a)+(d)の値を10で割って小数点以下を切り捨てして得られた値の分だけ台数
分導入可能です。（例：25kWの場合、2台まで）
【交付申請書の提出者等】
①補助対象設備等を導入しようとする者
→第1号様式、別紙1（1-2）等を提出 （電気自動車等の導入に係る申請を実施）
②PPA事業者
→第1号様式、別紙1（1-1）等を提出 （太陽光発電設備の導入に係る申請を実施）
※①、②は極力同時に申請するようにしてください。
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本チャート表は、本補助金の補助対象事業、補助対象設備等要件のうち代表的なものを抜粋して簡略的に作成しています。
実際に補助対象となるかどうかは、交付要綱や公募要領等に基づきますので、ご承知おきください。
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